
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成22年度まで 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 92,652,000 64,623,960 157,275,960

交付金額 89,739,000 62,891,000 152,630,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

実施設計　一式
整備工事　車道、整備工事：L=560.0m、W=21.0m
　　　　　植栽　42本

平成18年度から平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【道路整備を行ったことによる地域住民の生活環境の改善の成果及び評価】
　整備後、周辺施設利用者へのアンケート調査を実施した結果、以下の意見が寄せ
られた。
　・道路の水溜りもほぼなくなった
　・歩道と車道がきちんと分けられたので、中学生も安心と思う
　・ドライバーにとって環境は良くなっているが、中学校があり、登下校時の安全
　　確保のため、注意喚起の標識など必要と考える
　以上のことから、道路の利便性が向上しているといえるので、本事業の成果は得
られたものと評価した。

【地域住民への周知の実施状況】
１）村ホームページへ掲載
２）村広報誌へ掲載
３）工事施工中の看板に調整交付金事業である旨を記載

今後も地域住民のニーズに応えながら、生活環境の改善及び安全確保に寄与する。

無

事　　業　　評　　価　　書

村道村民センター線整備工事

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　本道路は、読谷村の中心に位置する村民センター地区の道路であり、読谷村役場
や読谷中学校へのアクセス道路として重要な役割を担う道路である。
　本道路を整備することで、道路の利便性が向上し地域住民の生活環境の改善を図
る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 5,446,656 5,446,656

交付金額 5,400,000 5,400,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

物件購入　地域活動支援バス　１台

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

補助事業の成果及び評価：
　事業実施後、平成29年12月から平成30年11月まで修繕回数の確認を行った。修
繕回数は０回であり、事業の成果を得られたものと評価した。
　

地域住民への周知の実施状況：
　地域住民に対し、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である
旨を以下の方法により周知
　１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
　２）マイクロバスへ「平成29年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」と塗装

　購入した車輌を定期的に点検、整備を行うことにより今後も安定的に村民の教
育文化活動を確保する。

無し

事　　業　　評　　価　　書

地域活動支援バス購入

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　読谷村は、マイクロバスを自治会や各種団体へ貸し出すことで、村民の教育文
化活動と地域住民のコミュニティーづくりを図ってきたが、既存のマイクロバス
が、購入後１０年が経過し、老朽化にともない、故障も多数発生することから、
貸出に支障をきたしている。
　このことから、当該マイクロバスを買い換えることで、今後も安定的な村民の
教育文化活動を確保し、地域のコミュニティーづくりを図る。
　（参考指標）
　年当たり修繕回数　０回　　　※平成28年の修繕回数　６回



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 7,668,000 7,668,000

交付金額 7,459,000 7,459,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

整備工事　排水路　U型水路　H1200×W1500　L=57.10m

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【座喜味入原地内排水路整備についての成果及び評価】
１）雨天時に冠水及び浸食被害がないことを確認できたことから、本事業の成
果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページへ記載。
２）工事施工中の看板に調整交付金事業である旨を記載。

　今後も地域住民のニーズに応えながら、生活環境の改善及び安全確保に寄与
する。

無

事　　業　　評　　価　　書

座喜味入原地内排水路整備工事

読谷村長

読谷村字座喜味地内

　当該地区は、排水施設が未整備のため大雨の度に、畑地冠水や土地の浸食等
被害が発生し、地域住民の生活に支障を来している。
このことから、本地区の排水路を整備することで冠水及び浸食被害を解消し、
地域住民の生活環境の改善を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 6,480,000 6,480,000

交付金額 6,300,000 6,300,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

備品購入 トレッドミル　5台

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【健康増進センターの円滑な施設運営についての成果及び評価】
　事業実施後、平成29年11月から平成30年９月まで稼働状況を確認した。調査期
間に器具の不具合は無く、事業の成果があったものと評価する。

　
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌への掲載
２）機具へ「平成29年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」と表示

今後も、村内のニーズに適用に対応するよう努める。

無

事　　業　　評　　価　　書

読谷村健康増進センター健康器具購入

読谷村

読谷村座喜味地内

　読谷村健康増進センターは、村民の健康の保持及び増進に資するため平成２０
年度に建設し、合わせて健康器具を整備したものである。現在、整備後９年が経
過し、器具の不具合が著しい状況となり施設運営に支障を来している状況であ
る。このことから、本事業により器具を更新し、健康増進センターの円滑な施設
運営を確保することで、村民の健康の保持及び増進に寄与するものである。
（参考指標）
器具の年間不具合件数　０件



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 993,600 22,377,600 23,371,200

交付金額 993,000 22,209,000 23,202,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　
実施設計　一式
空調改修工事　S＝621.28㎡

平成28年度～平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
健全な保育環境の確保について、保育所長及び職員へアンケート調査を実施した
結果、所長及び職員から、操作も簡単で効きも早い。室内換気も良好で部屋全体
が涼しくなり快適との報告を受けて、健全で笑顔のある保育環境が確保されたと
いうことで改修工事による一定の事業の成果が得られたと評価する。
【地域住民への周知の実施状況】
地域住民に対し、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨
を以下の方法により周知。
１　村ホームページ及び広報誌へ掲載
２　園だよりにて保護者各位へ周知

 健全な保育環境が確保されたので今後も継続し良い環境を保つべく、定期点検及
び清掃を実施していく。

　無し

事　　業　　評　　価　　書

　読谷村保育所空調改修工事

　読谷村長

　読谷村字高志保地内（読谷村保育所）

 読谷村保育所の空調設備について、整備後15年が経過し、経年劣化による故障で
修理不能となっており、健全な保育環境を保持することが困難な状況にある。
このことから、本事業により空調設備の改修工事を行い、健全な保育環境を確保
するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 18,392,400 18,392,400

交付金額 16,000,000 16,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

医療機器購入

読谷村長

読谷村都屋地内（読谷村診療所）

読谷村診療所では、既存の医療機器の経年劣化や精度が不十分なため、適切な診
療や生活改善指導が行えず施設運営に支障をきたしている。
特に、施設利用者からの要望の多い内視鏡システムの整備及び骨粗鬆症患者の受
診率改善のための骨密度測定装置の精度向上が求められている。
このことから本事業により機器を更新することで、疾病予防や早期治療を可能と
し、村民への生活改善指導の充実及び医療福祉サービスの向上に寄与することを
目的とする。

備品購入　内視鏡システム、Ｘ線骨密度測定装置　一式

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

〔事業の成果及び評価〕
生活改善指導の充実及び医療福祉サービスの向上について機器の整備後、受診者
にアンケートを実施した結果、購入機器における検査内容や検査時間について満
足との回答を多く得られたことから本事業の成果が得られたものと評価した。
〔地域住民への周知〕
（１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
（２）行政事務連絡会にて説明
（３）購入機器へ「平成29年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」とシールを貼
付。

今後も疾病予防や早期治療に活用し村民への生活改善指導の充実及び医療福祉
サービスの向上に寄与する

無し



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円

事業費 5,682,268 5,682,268

交付金額 5,500,000 5,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

　学校給食調理場給食配送車輌購入

　読谷村長

　読谷村楚辺（古堅調理場）地内

　村内に所在する古堅調理場では、古堅小学校、古堅南小学校、古堅中学校の３
校分の給食を、平成17年度に購入した給食配送車で各学校へ提供してきた。
　現在、給食配送車は購入後12年が経過し、経年劣化による故障が心配され、万
が一配送業務中に故障（エンジンストップ）した場合には、給食の配達ができず
給食配送業務に支障を来たし、児童生徒の給食が提供できないばかりか、午後の
授業などへの影響が懸念される。このことから、本事業により給食配送車輌を更
新し、安定した運営を確保することで、児童生徒の健康及び食育に寄与するもの
である。
（参考指標）
　　年間修繕件数　０件

　備品購入　給食配送車輌　１台

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

[事業の成果及び評価]
　古堅給食調理場における給食配送車の更新を行った結果、安定した給食の実施
が行われる環境を維持することができた。また、年間の修理件数も0回であったこ
とから、本事業の成果は得られたものと評価した。
[地域住民への周知]
　本車輌の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に
掲載し、本事業に係る地域住民へ周知。
　（１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
　（２）購入車輌へ「平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業」と文字塗装

　引き続き学校給食の安定供給に努める。

　無し



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 4,362,120 4,362,120

交付金額 4,362,000 4,362,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

読谷村シルバー人材センター物品購入

読谷村長

読谷村楚辺地内

　本村は、高齢者が今日までに培ってきた技術、知識等を活かした地域活動を実
施するため、平成２７年度にシルバー人材センターを設立した。設立から２年が
経過し、受注件数の増加に伴い作業量も増加したことで、作業用機械が不足して
いる状況である。
　このことから、本事業により作業用機械を購入することで効率的な運営を確保
し、社会福祉サービスの向上に寄与する。

＜参考指標＞
年間受注件数：150件（平均（平成27～28年度）件数143件）

物品購入　2ｔダンプトラック、作業用機械（刈払機等15台）

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価】
　事業実施後、平成30年４月から平成31年１月まで受注件数を確認した。10か月
間で受注件数は200件あり、成果があったものと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　地域住民に対し、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以
下のように周知。
　１）村ホームページ及び村広報誌へ掲載
　２）購入機械について「平成２９年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」と記載

定期的に点検、整備を行うことにより今後も安定的なシルバー人材センターの運
営維持を図る。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 9,903,600 9,903,600

交付金額 9,903,000 9,903,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　業　　評　　価　　書

図書館システム購入

読谷村長

読谷村波平（読谷村立図書館）地内

読谷村立図書館は、村民の生涯学習の場、情報収集の場として、平成12年4月に開館し、こ
れまで村内利用者に図書館サービスの提供を行ってきた。現行システムは、図書館資料の
貸出・返却・登録業務等を行う為に導入され、整備から6年が経過している。
　そのため、経年劣化による不具合が生じているが、修理が困難となっており、現状のま
までは図書館運営に支障を来たす恐れがある。
　このことから、本事業により図書館システムの不具合を解消することで、安定的な図書
館運営の維持を図る。

【参考指標】
年間不具合件数　0件
（平成27年度：4件，平成28年度：12件）

備品購入　図書館システム　一式

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

［事業の成果及び評価]
　事業実施後、平成30年４月から平成31年１月まで修繕状況の確認を行った。
期間中の修繕回数は無しであり、事業の成果があったものと評価する。
［地域住民への周知]
(1)村ホームページ及び広報誌へ掲載
(2)購入機器について「平成29年度　沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

図書館システムを定期的に点検、整備を行うことにより、今後も安定的な図書館
運営の維持を図る。

無し



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

基金処分額 基金残額

平成26年度 平成27年度 平成28年度 計 平成29年度 平成29年度末

円 円 円 円 円 円

事業費 40,000,000 60,000,000 58,760,000 158,760,000

交付金額 40,000,000 60,000,000 50,000,000 150,000,000

市町村費 0 0 8,760,000 8,760,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

[事業の成果及び評価]
　児童への安心・安全な給食の提供について、沖縄県環境科学センターによる
衛生検査の結果、良い検査成績が得られたことから、本事業の成果は得られた
ものと評価した。
[地域住民への周知]
　特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下に掲載し、地域
住民へ周知。
　（１）村ホームページ及び広報誌へ掲載
　（２）洗浄機にシール「平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業」を貼付
　（３）建物の壁面に耐久性のあるプレートにより掲示

　備品の定期整備に努め、児童に安心・安全な給食を提供できるよう運用して
いく。

　一般財団法人　沖縄県環境科学センター

　備品購入　食器洗浄機等　一式

　平成26年度～平成29年度

事業費及び交付金額

基金造成額

158,760,000 0

事　　業　　評　　価　　書

　（仮称）読谷第二給食調理場物品購入

　読谷村長

　読谷村座喜味（（仮称）読谷第二調理場）地内

本村は、小学校の児童に安心・安全な食事を提供するよう調理場の環境衛生の
保持や調理器具の衛生管理を心がけているが、現在においてもカビや細菌が繁
殖しやすいウェットシステムで運営しており、調理器具の洗浄は手洗いしてい
るため、雑菌が繁殖する可能性があると沖縄県環境化学センターから指摘を受
けた。
　このため、本村は文科省が衛生管理向上のために推進しているドライシステ
ムの調理場建設に伴い調理器具の洗浄機を購入することで、調理器具や食材の
衛生管理の向上を図り、児童に安心・安全な食事を提供するものである。

　〔参考指標〕衛生検査：衛生管理状況　　９５点以上


